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和歌山運輸支局・和歌山県トラック協会の取組





和歌山運輸支局（トラック協会含む）の取組について
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１．荷主・一般消費者に向けたテレビCMを放映

２．経済団体（荷主関係会員企業）への協力依頼

→ 【放映期間等】
R5.10~R6.3（テレビ和歌山の夕方ニュース時間帯など1日1～２本）

→ R5.10.23 和歌山県トラック協会及び和歌山運輸支局が各々において、
協力依頼文書を手交

「物流の２０２４年問題」の周知活動

※ 和歌山県商工会議所連合会⇒広報誌「わかやま月報」2月号に特集記事掲載（次項参照）
和歌山県経営者協会

３．２０２４年問題セミナーでの講演

→ R5.12.12 海南商工会議所からの依頼に基づき、会議所に加盟する運送
会社・荷主企業に対して、業界の現状及び国の施策について説明
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第１３回資料『「標準的な運賃」に関するアンケート結果』から見えてくる課題等

「標準的な運賃」および「燃料サーチャージ」を収受するためには、届出し荷主と交渉することで成果が出ている
結果となった。また、働き方改革への対応に「運賃値上げ」に取り組んでいる事業者が複数あることからも、「荷
主と交渉すること」の必要性があると感じ取れる結果となった。そのため、交渉を行っていない事業者や働き方改
革への準備ができていない事業者が、荷主に対して交渉を行えるための支援が必要ではないか。

◆ 荷主交渉に成功している事業者から、効果的な交渉方法やポイント・反省点など、情報共有できないか。
「標準的な運賃」の届出率84.1%に比べ、「燃料サーチャージ」の届出率は、54.5%と低い。また、 「運賃」と
「料金」を区別して収受している割合は、「収受できている」18.2%、「一部収受できている」18.2%に止まって
おり、国の支援に加えて事業者自らが交渉を行えるよう、「運賃」と「料金」や「燃料サーチャージ」についての知
識を習得する取り組みが出来ないか。
県内事業者の『働き方改革への対応』について、「準備できていない」25.0%（近畿18.6%）と、近畿全体
の平均を上回っている。なお、準備ができている事業者が、「標準的な運賃」を収受できている割合が高いとい
う結果も踏まえ、早急に対応準備に取り組むべきことの理解の深度化などの取組みができないか。
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和歌山県トラック協会に
2024年問題対策特別委員会 設置

「標準的な運賃」に関するアンケート
令和４年６月、（一社）近畿トラック協会において、近畿二府四県の荷主企業・会員事業者へ「標準的な運
賃」に関する調査を行ったもののうち、和歌山県内の会員事業者（４４社）のアンケート結果



トラック協会独自の取組み状況
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【 和歌山県トラック協会 】
・R5.2.22 改善基準告示の見直しに係る説明会
・R5.6.9 令和５年度 過労死等防止対策セミナー
・R5.8.22 「2024年問題対策特別委員会」開催 ※以降、毎月開催

・R5.9.15 ＡＩロボット点呼機器に係る説明会
・R5.10.9 「トラックの日」 交通安全フェスティバル
・R5.10.23 2024年問題に関する経済者団体への協力依頼
・R5.11.17 令和５年度トラック運送事業者のための人材確保・労働環境改善セミナー
・R5.11.20 2024年問題対策セミナー並びに運送事業者セミナー
・R5.11.28～29 改善基準告示解説セミナー

【議事概要】
（１）2024年問題に係る取組内容について

◆2024年問題対策事業の基礎資料とするため、会員事業者の意見を収集するためにアンケート調査の実施
◆荷主交渉に使えるようなリーフレット作成の検討（県内の主要地域から運行先までの時間管理の目安を記載すること）
◆「トラック運送事業者のための将来への対策について」のセミナーの開催
◆改正改善基準告示に対応した運行計画作成システム（アプリ）の作成について、調査研究を進める



2024年問題対策特別委員会 アンケート調査結果（抜粋）
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「物流の2024年問題」シンポジウムの開催について

◆「物流の2024年問題」シンポジウム（案）
主 催：トラック輸送における取引環境・労働時間改善和歌山県地方協議会
日 時：令和６年３月15日（金） １４：００～
場 所：ホテルグランヴィア和歌山「ル・グラン」
参加対象者：運送事業者、荷主企業など

○開催趣旨
「物流の2024年」問題は、トラック事業者だけの問題ではなく、荷主や行政、一般消費者にも大きく関係してくる
ものであり、和歌山の地域経済を維持・発展させるためには、各種対策を講じていく必要がある。
ついては、トラック輸送の現状と2024年問題の課題解決に向けて、関係各者みんなで考えるため開催する。

《第一部》 60分
●基調講演
講師：㈱NX総合研究所 常務取締役 大島 宏明 氏
テーマ：物流の２０２４年問題～荷主企業と運送事業者が取り組むべき事～

《第二部》 90分
●パネルディスカッション
テーマ：「2024年問題 和歌山からの挑戦」
・コーディネーター：大島 宏明 氏
・パネリスト（案）：
〔運送事者代表〕 （公社）和歌山県トラック協会 副会長 横山 郁芳 氏
〔荷主関係〕 和歌山県商工会議所連合会 常任幹事 田中 一壽 氏
〔行 政〕 近畿経済産業局、和歌山労働局、和歌山運輸支局
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